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川上村教育委員会

教 育 長  由 井 和 人

時代の移 り変りと共に人の考え方、生活様式も変化してまいります。現在に生きる私達は古

を思 う時、あまりの変 り様に唯々驚嘆するばか りです。このよい時代にどっぷり漬ってい

る時に、
`、

と「これでよいのだろうか」と不安を感じます。この不安は言いあらわせない「む

なしさ」であり「ものたりなさ」です。これはものに対する価値感が唯物的でありすぎ、精神

面の欠如によるものと思います。多くの人達が遺跡などを通じて古代を模索し、古文書を解読

することによって、私達の祖先のその時代時代の生 き方を確認することにより、今日的生き

ざまの疑問への解明的志向はそれをうらづけて居ると思います。現に川上村でも村誌の刊行の

計画をもって居りますが、これは村の歴史を知ることにより、その中に現時点をおき、更に将

来への発展の糧にすべきものだと思考されます。

この度、数十年前から多くの諸先輩によって、村内に既に28箇所もの遺跡が発見され発堀され

その資料が収集され保存されて来ましたが、いま又更に原始・古代の人達の生き方を解明する

唯一の手がかりである全村的な遺跡の分布調査を行うことは、体系づけた調査をし、記録保存

し、資料の散逸を防ぎ、その中から私達の祖先の生活様式を浮び上がらせ、学ぼうとするのが

目的であります。

この調査は、以前からたくわえられていた資料をもとに昭和58年 H月 から5ケ 月にわたって

行われたもので、その間、国・県の助成を受け御指導を得て、佐久考古学会・サ|1上村教育委員会・

川上村文化財保護委員会、その他多くの村民の皆様の御協力によって実地踏査が行われ、更に

報告書の作成は佐久考古学会の数名の方によってなされ、資料は所有者の皆様から多くの提供

を得て完成に至 りました。心から感謝し厚 く御礼申し上げます。



例

1、 本書は、昭和58年度文化財保護事業 として行った、川上村遺跡詳細分布調査の報告書であ

る。

2、 本調査は、国・県の補助事業 として川上村教育委員会が実施 した。

3、 本調査は、由井和人教育長を団長 とし、地元の佐久考古学会員を調査員に、文化財保護委

員、教育委員、各地区の地元の方々等の協力を得て実施 した。

4、 本書に挿入した、カー ド・地図・挿図 。図版等の作成は下記の者が行った。

カー ド・地図の作成……井出正義、地図 トレース……島田恵子

写 真 撮 影・・・・̈ 山中年行・上田 貢・由井 港

写 真 焼 付・・…。上田 貢

遺跡図版作成……井出正義・由井茂也

遺物図版作成……島田恵子

拓   本……由井 明

分布調査採集遺物の整理……由井 明

石 器 実 測・・…・保坂典子 。相川幹子・宮坂直子・市野浩世 。上住直子

石器 トレース……保坂典子・相川幹子・宮坂直子

土器実測・ トレース……島田恵子

挿図18・ 19は 、由井茂也他「横尾遺跡」り|1上村教育委員会 1983か ら抜粋 した。

挿図27・ 28は 、戸沢充則他「報告 。野辺山シンポジウム1981」 から抜粋 した。

5、 本書の編集は、島田恵子が行い、由井茂也が校閲・監修 した。

例

1、 カー ドに記入した遺跡略図は、約 1:25,000に 統一 してある。

2、 石器実測図の縮尺は
=、

縄文土器の実測図は
=、

土師器・灰釉。陶器の実測図は
=に

縮尺し

てある。

3(図版中遺物の縮尺は、
=～ =と

してあり、各々の図版に縮尺は明記してある。

なお、本調査・報告書作成にあたり、文化財保護委員・教育委員・各林野保護組合長・各分

館長・村誌編纂室の上田貢氏・各地元の皆さん、および採集遺物の調査等に心よく応じ、御協

力・御援助をいただいた方々に厚く御札申し上げます。

ロ

凡
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I 遺跡詳細分布調査の経緯

1 調査 に至 る動機 と経緯

先土器時代から縄文時代にわたって著名な遺跡を持つ川上村も、近年開発による破

壊が進んでいる。これらの遺跡を確認し破壊から守ることは急務である。そこで今回

国・県の補助金を受け、村内遺跡の詳細分布調査を行うことになった。

まず、調査のため村を一巡した。本村は、高原野菜の有名な産地だけに、河岸段丘

から山麓の大平原まで、あますところなく野菜畑である。野菜の収穫は、10月 いっぱ

いかか り、H月 は、寒気で大霜や降雪の心配があり、そのために現地調査は、短期間

に実施しなければならなかった。n月 15日 に開始した調査は、川端下から樋沢まで、

村内 8部落力対1贋調に進んで、H月 26日 に終了することができた。結果は、すでに確認

されている遺跡はいうまでもなく、新 しく発見されたもの19箇 所 を加え、遺跡遺物

が確認された。

しかし、広大な村全域から見ればt山林原野に覆われて足跡のおよばなかった地域

も少 くない。このような場所で、特に樋沢のまつなぎ、御所平の男山 。ニノ窪・蟻生

原 。原の大原 。高登谷山麓 。大深山の八窪・居倉の高町などについては、今後も注意し

ていただきたい。また、金峰山川の豊富な清流の河岸段丘にありながら、一箇所の遺

跡も確認できなかった川端下の地域は、むしろ不思議であった。各地区とも地元の皆

様の注意をお願いし、さらに補完していただきたい。

2 調 査 団 の 構 成

調 査 団 長  由井和人 (教育長 )

総務事務主任 山中年行 (総務社会教育係長 )

調 査 員  由井茂也・井出正義 。由井 明・

調査補助員  関  基・由井幸憲 :吉沢 学・

島田恵子

上田 貢 。原 猪佐夫・川上 憬

由井雅彦・小原文―・高橋滝雄山中重徳 。原 好正・由井 港・

岩水木平・吉沢豊児

下記の方々よりは遺物の提供 と御教示を賜わりました。厚 く御礼申し上げます。

(敬称は略させていただきます。)

川上礼三・関 決次・由井 満 。新海ゆき子・由井貞夫・由井一昭

由井好文・篠原庄一 。吉沢時之助・吉沢 靖・篠原正水・龍昌寺

大深山考古館・由井祐太郎
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南 佐 久 郡 川 上 村 遺 跡 一 覧 表

番 号 種 月J 時  代 名 称 所 在 地 地  目 備  考

包蔵地 糸電 二 本 木 遺 跡 梓山二本木 山 林 昭41調査

先 糸電 上 の 原 遺 跡 梓山上の原・北坂上

′′ 平 しだみじゅ〈遺跡 居倉 しだみじゅく 〃

′′ 糸電 小 川 原 遺 跡 居倉横 川

′′ 糸電 平 上 の 段 遺 跡 大深 山上の段
畑

・
神 社

考古館・墓地

6 糸電 大 深 山 遺 跡 大深 山西 原 史跡公園 史 跡

糸電 東 原 A遺 跡 原東原 山 林

8 縄 平 水 の 元 遺 跡 原水の元 火田

9 糸電 寒 い 沢 遺 跡 原 寒い沢 宅 地

先 率電 菅 の 平 遺 跡 原菅の平

先 弥 馬 場 平 遺 跡 御所平馬場平 昭28調査

先 よしのしり遺跡 御所平よしのしり

〃 糸電 御 堂 窪 遺 跡 〃 御堂窪

平 中 大 海 道 遺 跡 〃 大海道 畑・宅地

〃 糸電 平 深 山 口遺 跡 〃 深山口 女田

散布地 先・縄・平 兵 部 遺 跡 〃 兵部 山 林

包蔵地 赤 土 平 遺 跡 原赤土平

平 横 尾 遺 跡 御所平横尾 畑 。道路 昭49調査

散布地 糸電 天 神 林 遺 跡 〃天神林
林
路

山
線

路
道

道

鉄

包蔵地 糸電 平 七 久 保 遺 跡 〃 東坂上 畑・山林

先 糸電 唐 沢 遺 跡 〃 唐沢 〃

縄
平

先
弥

切 草 遺 跡 〃 切草 火田

先 糸電 西 の 腰 遺 跡 〃 西の腰 〃

柏 垂 遺 跡 〃 柏垂 畑・山林 昭47調査
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番 号 種 月J 時 代 名 称 所 在 地 地  目 備  考

包蔵地 糸電 平 馬 飼 場 遺 跡 御所平馬飼場 女田

糸電 三 屋 敷 遺 跡 〃 西黒沢 〃

〃 糸電 東 原 B遺 跡 原東原 〃

散布地 先 穴 沢 遺 跡 御所平穴沢 山 林

糸電 赤 谷 遺 跡 梓山赤谷

〃 糸電 村 木 遺 跡 秋山村木

〃 糸電 上 の 山遺 跡 居倉上の山
畑 ・墓地
屋  敷

糸電 笹 目木 遺 跡 〃 中原 火田

包蔵地 平 姥 ケ 瀞 遺 跡 居倉うばがとろ

平 花の本沢遺跡 大深山花の本沢

糸電 平 宮 下 遺 跡 〃 宮下
畑 ・宅地
墓   地

先 平 青木の平遺跡 原青木の平 よ田

先・縄・平 詰 堀 遺 跡 原詰堀

糸電 平 蕨 窪 遺 跡 御所平蕨窪

散布地 糸電 浜 場 遺 跡 〃 浜場

包蔵地 先 東 森 遺 跡 〃 東森 〃

糸電 三 沢 遺 跡 〃 三沢 山林。道路

〃 先 糸電 大 平 遺 跡 樋沢大平 牧 場

先・縄。平 日 影 遺 跡 〃 日影 火田

〃 先 縄 坂 上 遺 跡 〃 坂上

〃
縄
平

先
弥

立 石 遺 跡 iliE

縄
平

先
弥 久 保 遺 跡 〃 久保

散布地 先 糸電 戦場ケ原遺跡 梓山戦場ケ原・横道

(先―先土器時代・縄―縄文時代・弥―弥生時代・平―平安時代 。中―中世 )
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跡
号

遺
番 遺跡名 二 本 木 遺跡の

種 類
包 蔵 地 部落名 山本辛

地  目 山 林 面 積 1,000m2 時 代 文糸電
査
日月

調
年

58書■1月 16日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名

二本木   6-1   川上村

字 名   地 番   氏 名

遺
　
物

採 集 遺 物 黒曜石片 5・ チャー ト1土器細片 1

既 出 遺 物
昭和41年 8月 早稲田大学桜井清彦氏が発掘調査 ,土器細片 1

石鏃(黒曜石)13,(内 6′点は局部磨製)不定形剥片石器5,(早稲田大学所蔵)

位 置

地 形

環 境

千曲川の最上流梓山部落か らさらに約 2 kmさ かのぼり,そ れより支流二本木沢について,

三国峠の旧道を約 1,200mの ぼった標高 1,530m,南面する緩傾斜地に存在する:三国峠

(旧峠)の頂上まではあとl kmの上 りである。頂上に立てば北は群馬県多野郡,上野村,

東は埼玉県秩父郡大滝村である。

遺跡の下方比高約10mの二本木沢の底には,谷川の水が流れている。遺跡は旧道をはさん

で,比較的小範囲のものと思われる。付近は現在カラマツ林におおわれている。
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二 本 木 遺 跡

下は三国峠古道
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跡
号

遺
番

遺跡名 上 の 原 の
類

跡遺
種

包 蔵 地 部落名 山梓

地  目 火田 面 積 6,000m2 時  代
先 土 器

縄  文
査
日月

調
年

58`平 11月 16日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

氏 名

風 間 春 雄

伊 藤 栄 次

高 橋 滝 雄

地  番 氏  名宇 名   地 番

上の原西  432-3
〃       433--1

lL ガ更 J三   426

字  名

遺
　
物

採 集 遺 物

上の段…黒曜石・チャー

北坂上…黒曜石の石鏃 1

のスクレーパー (関決次所蔵 )

(高橋滝雄採取 )

ト

占既 出 遺 物

位 置

地 形

環 境

千曲川 と梓川 (

の台地に連な

海抜1,360mロ

れ、表面採取

の合流点、梓山部落の南束の台地上の西端に位置する。東は広大な戦場ケ原

り、西は比高50mの段丘下に梓湖があり、その北に梓山部落がつづいている。

i北 に緩傾斜する段丘面は現在は高原野菜畑で、遺跡は全面厚い客土がなさ

|ま 困難である。

ヘヽ

rrm

梓口J｀

ミ
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上 の 原 遺 跡
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跡
号

遺
番

遺跡名 しだみじゅく
の
類

跡遺
種 包 蔵 地 部落名 居 倉

地  目 火田 面 積 10,0001112 時  代 平 安
査
日月

調
年

58`手 11月 17日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名  地 番  氏 名  1 字 名  地 番  氏 名

しだみじゅく  59 伊 藤 嘉 武
|

〃           62            〃        |

〃   96 田 口 吏 夫
|

〃          104            〃        |

〃          107             〃        |

遺
　
物

採 集 遺 物

土師器・須恵器 (由井港所蔵 )既 出 遺 物

位置

地形

環境

金峰山川の千曲川合流点から、金峰山サ|1左岸について、約700mさ かのぼった狭い台地状の

緩傾斜地にあったが、現在畑地造成で削平されてしまったので、遺物の採集は困難である。

ここはもと金峰山登山の旧道にあたっていた。須恵器は大型の甕形の破片である。
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しだみ じゅく遺跡
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跡
号

遺
番 4 遺跡名 原

の
類

跡遺
種

包 蔵 地 部落名 居 倉

地  目 面 積 7,0001112 時 代 糸電 文
査
日月

調
年

58`千 11月 17日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番

横  川  38
原 越 路  11-イ

氏 名

古 原 哲 人

原   信 夫

字  名 地  番 氏  名

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
A地′貞・琳電文中期土器

B地′点・…諸磯 B式土器 (由井満・居倉老人会所蔵 )

位 置

地形

環境

高登谷山の東北、標高1,390mの 広い高原性台地で、高登谷沢の川をはさんで、A(横川 )、

B(原越路)2地点が接 している。A地点の上部には豊富な湧水があり、B地点の南慣1は

高登谷沢川が流れている。現在は全面客土が行われていて、表面採集はできない。

笹
目
木
遺
跡

小川原遺跡

V
1390

1400

ー
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小 川 原 遺 跡
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跡
号

遺
番

遺跡名 上 の 段
の
類

跡遺
種

包 蔵 地 部落名 大 深 山

地  目
畑 。神 社

考古館・墓地
面  積 10,000m2 時  代

縄

平

文

安
査
日月

調
年

58年 11月 21日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

宇 名

東 上 の 段

地  番

640
750
751
749・ 752
755
756
762・ 763
757の イ

(:)
757`リ ロ

758
761
759
760

氏  名 宇 名

西上の段

地  番

821

828

829

830

831

832

834

833

835

氏 名

篠 原 安 穂

由 井   港

篠 原 庄 一

篠 原 政 雄

日 向 明 人

藤 原 六 嗣 郎

〃

原   梅 吉

平

治

区

内

雄

久

一
人

夫

彦

　

水

治

水

治

一元
山
構

盛

康

忠

幸

恒

文

′
正

　

正

島

井

深

酬

池

井

　

島

島

島

　

原

井

原

中

由

大

古

菊

由

原

中

中

中

　

篠

由

篠

遺
　
物

採 集 遺 物 打 石 斧

既 出 遺 物
縄文…勝坂式・加曽利 E式

磨石・敷石、・土師 。

・堀ノ内・

須恵・灰釉

加曽利 B式 、石鏃・打石斧・石棒・

(由井港・篠原正水 。大深山考古館所蔵 )

位 置

地 形

環 境

大深山部落の北4員1山 麓に添 う段丘_Lに位置し、南面して日当たりよく、湧水もある。大深

山考古館・古宮神社境内を含んで、その西方、段丘上段一帯の畑地に及ぶ。考古館建設時

にも土器 。石器を出土し、神社境内にはなお多く埋蔵されている。耕作中に住居の敷石 と

思われるものが数個発見されている。

本深山考古

エ

宮下遺跡

大 深 咀   ロ ロ

ロ ロ
°
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上 の 段 遺 跡
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跡
号

遺
番

遺跡名 大 深 山
の
類

跡遺
種 国指定史跡 部落名 大 深 山

地  目 史跡公園 面  積 10,000 時 代 縄文中期 査

日月
調
年

58年■月21日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名   1   宇 名   地 番   氏 名

西  原       川  上  村
|

遺
　
物

採 集 遺 物

縄文中期住居址 51・ 酉己石遺構。勝坂。加曽利 E(曽 利 )。 堀ノ内、石棒・石皿・

打製石斧 。磨製石斧・石槍・石鏃・石匙、土製耳飾。土偶 (大深山考古館所蔵)
既 出 遺 物

位 置

地 形

環 境

千曲川畔大深山部落の北方、比高120mの 南面する台地上にある。うしろに天狗山 (1,882

m)を 負い、千曲川を前面にした標高1,300mの 緩傾斜の台地で、西方に深さ10mの沢を隔

てて、東原A遺跡(縄文早期 )がある。周囲は山林で自然がよく保存されている。昭和28年

から数次にわたつて発掘調査が行われてその全容が明らかにされ昭和41年国史跡に指定さ

れた。出土品は大深山考古館に保存展示されている。遺跡には復原住居 3棟等があり、植

物園もつ くられている。

至
南
相
木
村

ｍｄ

村
役
場
０

東原 A遺跡

□更燥山考古館
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大 深 山 遺 跡

住居址 と復原家屋
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上 の 段 遺 跡

第 2図 上の段遺跡出土土器実測図 (1:3)
(由井茂也所蔵 )

大 深 山 遺 跡

第25号住居llL実 測図

註)八幡一郎「信濃大深山遺跡」り|1上村教育委員会1976
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2(曽 利 III)

第 3図 大深山遺跡第25号住居 l■L出 土土器実測図

(大深山遺跡考古館所蔵 )

1(曽利H)

品味L∵01
ご9,%∫ ,8‐0'9

c0 e I 0 0 o ? c

(曽 利ΠI)
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大
深
山
遺
跡
第
２５
号
住
居
址
出
土
土
器

第
１５
号
出
土
の
香
炉
形
土
器



跡
号

遺
番 遺跡名 東 原 A の

類
跡遺

種
包 蔵 地 部落名 原

地  目 山  林 面  積 1,0001112 時 代 縄  文 査
日月

調
年

58`千 11月 21日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

宇 名   地 番   氏 名   1   字 名   地 番   氏 名

東  原  1,454新 海 世 織
|

遺
　
物

採 集 遺 物 縄文中期土器片

既 出 遺 物
縄文早期 (尖底 。押型・撚糸)土器、中期土器、住居址 3

(大深山考古館・由井港所蔵 )

位 置

地 形

環 境

大深山遺跡の西、深さ約10mの東原沢 (標高1,280m)の 沢の西側の緩斜面にある。沢の底

には漢流が流れている。南西250mに 東原 B遺跡がある。

従来「東原遺跡」 とされていたが、今回の調査で、同字の中に新遺跡が確認されたので「東

原A遺跡」 と名称を改める。
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東 原 A遺 跡
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第 4図 東原A遺跡出土の縄文早期土器拓影 (1:3)
(撚 糸文 1～ 9、 斜縄文10～ 30、 山形押型文31～ 52)

(大深山考古館蔵 )

蜆 ′琲 ″
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曲
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孵
野
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36

第 5図 東原 A遺跡出土土器拓影 (1:3)
(1～ 19楕円押型文、20～ 21諸礎 C式 、

(1～ 19楕 円押型文、20～ 21諸礎 C式 、

(大深山考古館蔵 )

竜卜豫
22～ 38縄文中期後半の土器 )

22～ 38縄文中期後半の土器 )
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躙 魃黎 鶉
躙  儡

餞 鰤 蒻 鑽   魃

尖底土器 (告 )

8 水の元遺跡採集遺物 (約÷)

影瞼 魏



跡
号

遺
番 遺跡名 水 の 元 の

類
跡遺

種
包 蔵 地 部落名 原

地  目 火田 面 積 15,000m2 時  代 縄文・平安
査
日月

調
年

58」手11月 18日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名

水 の 元   857
858

860

861

862

863

867・ 870

871

一
高

実

三

一
文

郷

文

書

弥

昭

六

善

正

喜

有

海

辺

辺

辺

海

井

辺

出

新

渡

渡

渡

新

由

渡

井

宇 名   地 番   氏 名

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
縄文時代 打石斧・石匙・石鏃、土師器 (平安時代 )

〃  中期土器 (曽利式)        (由 井茂也 。新海ゆき子所蔵 )

位 置

地 形

環 境

原部落の南方、比高約10mの 山麓台地上に位置する。西は北流する前川の段丘崖によって

限られている。段丘崖下 と前川の間の屋敷地は、縄文中期の寒い沢遺跡である。

南方山ぎわの斜面をけずって一帯の平担な畑地 としている。全面に厚い客土が行われてい

る。

寒
い
沢
遺
跡

⌒
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水 の 元 遺 跡
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第 6図 水の元遺跡採集土器拓影 (1:3)(新 海ゆき子氏所蔵 )

p
2

第 7図 寒い沢遺跡採集土器拓影 (1:3)(由 井茂也氏所蔵 )
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跡
号

遺
番 遺跡名 寒 い 沢 遺跡の

種 類
包 蔵 地 部落名 原

地  目 宅  地 面 積 1,500m2 時  代 縄  文
査
日月

調
年

58寺■1月 18日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

宇 名   地 番   氏 名

寒 い 沢  857  新 海 善 一

〃   859  渡 辺 弥 高

宇 名   地 番   氏 名

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
縄文中期 (由井茂也所蔵 )

位 置

地形

環境

原部落の南方、前川 (高登谷山麓から北流して原部落の北方で千曲川に注 ぐ)の氾濫原に

位置する遺跡である。東方台地上の水の元遺跡の西端の段丘崖下にあって、新海善一 。渡

辺弥高両氏の宅地を中心 とする。前川右岸の比較的小範囲に限られるものと考えられる。

遺物は村営水道工事の際地下より出土した。

至
梓
山

至御所平

Ｖ

　

二

菅の平遣跡

1100

剰
引
脚
遺
跡
ヽ
、
ハ
＝
＝
＝
＝

ロ

ロ

⌒
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寒 い 沢 遺 跡

住宅の敷地となっている
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跡
号

遺
番

遺跡名 菅 の 平
の
類

跡遺
種

包 蔵 地 部落名 原

地  目 火田 面 積 15,0001Υ 12 時 代 先土器・縄文 査
日月

調
年

58」手11月 18日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

宇 名

菅 の 平

地 番   氏 名

392 菊 原 源 義

393  菊原 甲子太郎

394  井 出   通

宇 名

菅 の 平

地 番   氏 名

408 中 島 寿 助

409  渡 辺 源 広

421  渡 辺 健 一

398 〃

井 出 光 男

井 出 隆 徳

林   保 夫

篠 原 彰 一

422

渡 辺 文 雄

〃

〃

渡 辺 健 一

406

遺
　
物

採 集 遺 物

ポイント・ナイフ形石器・スクレーパー・不定型石器・石鏃

(由井茂也 。由井明・由井一昭所蔵 )
既 出 遺 物

位 置

地 形

環 境

原部落の西方、川上中学校 との間の県道の南佃1、 千曲川にそって雛段のようにならぶ段丘

の第二段丘上に位置する、段丘中央を縦断する農道をはさんで遺物出土地が分布する。標

高1,170m、 東方の前川右岸には寒い沢遺跡 と水の元遺跡がある。西方段丘上には馬場平、

詰堀の両遺跡がつづいている。農地改良のため客土が全面に行われている。

りl!「再函薯不覇硬Б
川上中学校

文

住吉神社Π

寒
い
沢
遺
跡

一冗の
跡

水
遺

―

―

ロ
農業者健康管理センタ=

⌒

-3()一



10菅 の 平 遺 跡
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10 菅の平遺跡採集石器 (÷ )
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10 菅の平遺跡採集石器 由井一昭所蔵

魃
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跡
号

遺
番

遺跡名 馬 場 平
の
類

跡遺
種

包 蔵 地 部落名 御 所 平

地  目 面 積 5,000m2 時 代 先土器。弥生 査
日月

調
年

58奔■1月 18日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名

馬 場 平   1,435 由 井

1,436 由 井

1,437 由 井

1,438 由 井 富

前 の 山     由 井

計

江

瑛

郎

云

主

近

茂

次

庸

宇 名   地 番   氏 名

遺
　
物

採 集 遺 物 ポイント (頁岩製)1

既 出 遺 物
ポ イ ン ト ス クレイパー・ナイフ形石器・礫群遺構・弥生磨製石鏃 3

(明 治大学・由井茂也 。由井明・由井一昭 。由井祐太郎蔵 )

位 置

地形

環 境

御所平部落の東方、 住吉神社境内の森の南方の第二段丘上に位置す る。 広い一帯の

段丘面の西北端の馬場平、前の山地籍にわたる比較的狭い範囲である。馬場平遺跡の東か

ら南をとり囲んで字詰堀地籍で詰堀遺跡 となっている。石器の出土は古 くから知 られてい

たが、昭和28年、明治大学芹沢長介氏によって尖頭器がローム層中より出土することが確

認された学史的な重要遺跡である。

千曲川

⌒

tン
タT 菅の平遺跡こ■

‐
■  4」  ι ∂

/三屋敷遺跡
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平場馬
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膨

魏

魃
一　
揚
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11 馬場平遺跡出土石器 (÷ )

２

蒻
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馬場平遺跡採集石器 (÷ ) 由井一昭所蔵
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馬場平遺跡採集石器 (÷ )
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０」
6 cm

:

第 8図  馬場平遺跡採集石器実測図 (2:3) 1～ 5 槍先形尖頭器

(1～ 3・ 5 由井茂也、4 由井 明所蔵 )

-40-



|__               1                61om

:3) 1～ 5槍先形尖頭器

3 由井裕太郎所蔵 )

第 9図 馬場平遺跡採集石器実測図 (2

(1.2.4.5 由井茂也、

-41-



1

第10図  馬場平遺跡採集石器実測図 (2:3) 1～ 6槍先形尖頭器

(1.6 由井裕太郎、2.4.5 由井茂也、3 由井 明所蔵 )

0 3cn
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イ
.≫

第H図  馬場平遺跡採集石器実測図 2

(1.3.4.6由 井裕太郎 2.5.7.9.10由 井

４
徊
財
Ｗ
ｏ

6 cm

1～ 10槍先形尖頭器

8.由井茂也 H.由 井一昭所蔵 )
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＝
Ⅳ
Ｕ

ら 3

“

〔
一
　

　

　

　

　

　

　

　

‘ヽ‘
ｄ

」  鰊   ‖

6 cm

第12図  馬場平遺跡採集石器実測図 2:3

(1.8.9由 井茂也 2.3.5.
1.2 彫器  3～ 7.

7.10由 井裕太郎  4

-44-

9ナ イフ形石器 8石 錐 10。 H掻器

由井 明 6.11由 井一昭所蔵 )



跡
号

遺
番 遺跡名 よしの しり の

類
跡遺

種
包 蔵 地 部落名 御 所 平

地  目 面 積 4,3001112 時  代 先 土 器 査

日月
調
年

58書■1月 22日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

地 番   氏 名

1477由 井 政 光

1462          〃

宇  名 地  番 氏  名字 名

石 休 場

遺
　
物 小形ポイン ト・スクレーパー・ナイフ形石器

(由井一昭 。由井茂也 。由井明所蔵 )

既 出 遺 物

位 置

地形

環境

馬場平・詰堀両遺跡の台地の南に接続 し、黒沢川と藤塚山の間にはさまれ狭められた地形

となる。黒沢川の屈曲部の右岸に数段の小段丘が形成されているうちの上段部に位置し、
その北は詰堀遺跡に接している。黒沢川をはさんだ対岸の段丘端に、三屋敷遺跡がある。
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12 よしの しり遺跡
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跡
号

遺
番 遺跡名 御 堂 窪 の

類
跡遺

種 包 蔵 地 部落名 御 所 平

地  目 畑 荒 地 面 積 1,0001112 時 代 糸電 文
査
日月

調
年

58年 H月 22日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名

御堂久保

地 番   氏 名

535竜 昌 寺

由 井 時 治

字 名 地 番 氏  名

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物 縄文前期 (諸磯式・踊場式)土器      (由 井茂也・由井貞夫蔵 )

位 置

地形

環境

千曲川右岸、御所平本郷区の北方、日向山の麓、標高1,160mの 狭小な南面する小台地上に
ある。前面の千曲川畔の平担地より比高10m、 西南方60mに竜昌寺があり、さらに西方山
麓線にそって大海道、わらび窪、深山口等の遺跡が 2 kmに わたって連なっている。東方
1,300mの 台地上には大深山遺跡 。東原 A・ B等の遺跡が存在する。現在畑地は多く荒地 と
なっている。

ｋ

ヽ

ノ

ー

tr*rLr ouril

至梓 山

崚 月弊

蕨窪遺跡
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御堂窪遺跡
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跡
号

遺
番 遺跡名 大 海 道 の

類
跡遺

種 包 蔵 地 部落名 御 所 平

地  目 宅地・畑 面 積 6,000m2 時 代 平安 。中世 査
日月

調
年

58寺■1月 22日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名

中大海道

地 番

279

277

278

280

272

273

夫

一

と

き

郎

徳

名

常

陽

の

つ

三

氏
井
屋
帰
知
帰
島

由

土

由

由

由

中

字 名 地  番 氏  名

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
土師質土器皿 2・ 底部 1、 土師器破片、須恵器破片

(由井明・由井満所蔵 )

位 置

地 形

環境

千曲川右岸、本郷部落の平担面で、内裏山の山麓 と男橋 。大深山線道路の間の畑地を中心
とするが、遺物の散布は本郷部落から男橋の間の全域にわたっている。この平担面の千曲
川ぞいに集落があったが水害のため対岸の御所平地区に移転 した。現在付近に五輪塔、金
山神社跡が残され、中世 。古代の伝承地等が多い。

至広瀬
、

　

５ ０

とC靖硬
:300

深山口

′′バ
′′′′:

レ

げ
う
　
蕨

1200

ヽ

椰

至梓 山

ク ■＼冬

黒沢川
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大 海 道 遺 跡
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第13図 大海道遺跡採集土器実測図 (1:2)

第14図 七久保遺跡採集土器実測図 (1:2)
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跡
号

遺
番 遺跡名 深 山 口 の

類
跡遺

種
包 蔵 地 部落名 御 所 平

地  目 面 積 70,0001112 時 代 縄文。平安
査
日月

調
年

58Z手 11月 22日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

深山口  114
105

106・ 101

100

103

102

93

94

95

96

91-1

名氏番地名字名氏番地宇

深山口  141-3
141-2

141-1

136～ 139

135

134

138-2

133

131

130

125-4

128-3

129-1

深山口  125-2
125-1

124-2

129-2

126-1・ ■9

127-1

120-1

120-2

121

118

115。 104-1

■6

117

122

夫

重

雄

男

嘉

混

子

章

雄

夫

嘉

一

一
学

常

峰

保

辰

　

　

し

博

保

常

　

俊

院

井

井

井

沢

井

井

田

島

井

井

井

井

井

沢

由

由

由

吉

由

今

持

中

由

由

由

由

由

吉

治

雄

勝

助

滉

助

久

作

浩

徳

太

重

正
雌
　
』
　
」
武
清
　
　
盛
忠

井

見

井

沢

井

井

井

井

島

島

枝

沢

由

高

油

吉

今

由

由

由

中

中

今

吉

太

平

祐

美

坦

男

浩

雄

一
助

信

と

男

浩

闘

仁

暢

時

井

晰

島

腱

倒

峰

躙

］

晰

島

今

由

自

由

今

吉

中

中

由

吉

吉

由

吉

中

遺
　
物

採 集 遺 物 縄文後期土器片多数 。小形石鏃・磨石斧破片、上の段で土師器片

既 出 遺 物
縄文土器 カロ曽利 B(堀 の内式)打石斧・磨石斧・石錐・石棒・石鏃

(吉 沢時之助・吉沢秋人・由井貞夫 。由井明 。由井茂也所蔵 )

位 置

地 形

環 境

小海線信濃川上駅の対岸、千曲川右岸の山麓台地で、南面する細長い段丘面上に位置し、

千曲川との比高 5～ 10m、 標高1,120m、 川上村 としては最も低地の遺跡である。東に接 し

て蕨窪、さらに東方千曲川にそって大海道、御堂窪、上の段、宮下、東原、大深山等の大

きな遺跡が 4 kmの 間にならんでいる。

この遺跡の延長は500mに 及び、はやくからたくさんの土器石器を耕作の間に出土し、特に

石棒の数が多いのが目立つ (無頭のものが多い )。 打石斧は撥形のものが多い。

|と
01300

ヽ

V

齢
初 HHH:

、`至梓山至野辺 山
｀
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15深 山 口 遺 跡

右上の道路は大蔵峠の道
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鴨

第15図 深山口遺跡採集土器拓影NQ l(1:3)
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町じ1参
3

:7

第16図 深山口遺跡採集土器拓影No 2(1:3)
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第17図 深山口遺跡採集土器拓影No 3(1:3)
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15 深山口遺跡採集土器(告 )0石器(÷ )
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跡
号

遺
番 遺跡名 兵  部 の

類
跡遺

種
散 布 地 部落名 御 所 平

地  目 山  林 面  積 50,000m2 時 代
先 土 器

縄文 。平安

査
日月

調
年

58年 11月 18日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名

兵  部   1879の 1 御  所  平
林 野 保 護 組 合

字 名   地 番   氏 名

遺
　
物

採 取 遺 物

既 出 遺 物
ポイン ト・ナイフ・縄文土器 。石鏃・土師器 (糸切底・内面黒色 )

(由井祐太郎・由井明・由井茂也所蔵 )

位 置

地 形

環 境

信州峠付近に源を発して北流する黒沢川の左岸、女山の山麓線にそって、標高 1,290m～
1,300mの 等高線ぞいにつくられた林道を中心に、南北 l kmに わたって分布する。南に接 し

て赤土平・横尾等の遺跡があり、東北方、黒沢川の対岸に青木の平遺跡がある。遺跡は山

林に覆われていて、遺物は林道付近で発見されている。

至信州峠

至御所年■ゴ===ミ■ 1300
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跡
号

遺
番 遺跡名 赤 土 平 の

類
跡遺

種 包 蔵 地 部落名 原

地  目 火田 面  積 32,0001112 時 代
先 土 器

縄文・平安

査
日月

調
年 58`千 11月 18日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名

赤 土 平  195。 196井 出 純 夫

192   渡 辺 文 雄

189-2 杉 山   勉

1893渡 辺 友 重

186-1 林   保 夫

1862杉 山 憲 一

1863 渡 辺 寅 太 郎

1853由 井 寿 秋

1852新 海 元 尚

字 名   地 番

赤 土 平   185-1
181

174--1

137

氏

尚

二

知

典

忠

悦

喜

和

海

島

中

山

新

中

田

杉

遺
　
物

採 集 遺 物 黒曜石片18

既 出 遺 物
ポイント・スクレーパー(水晶製石器が多い

)、

打製石斧 1

縄文前期 (諸磯 B)、 石鏃、

(由井満・由井茂也所蔵 )

位 置

地 形

環 境

信州峠の北麓で、原部落から信州峠を越えて、甲州小尾に通 じる道路 と、黒沢川最上流の

細流との間に巾 (東西)20～ 30m、 長さ約900mに わたる南北に細長い遺跡である。北に接
して兵部、西方の道上に横尾遺跡があり、北方約 2 kmに 青木の平遺跡がある。遺跡の標高
は1,300mか ら1,350mに わたる。

古 くは牧場地帯で、遺跡名も牧場遺跡 とよばれていたものである。現在は農地改良の客土
が全面に行われている。

-61-



17赤 土 平 遺 跡
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跡
号

遺
番 遺跡名 横  尾 の

類
跡遺

種 包 蔵 地 部落名 御 所 平

地  目 畑 。道路 面 積 1,o00m2 時 代 平 安
査
日月

調
年 58」竿11月 18日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名  地 番  氏 名  1 宇 名  地 番  氏 名

横  尾  148 渡 辺 智 昭
|

154 渡 辺 長 市 |

155                    1

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
土師甕 2、 須恵、灰釉陶器、高台付杯 2、

1、 土墳 1、 木材炭化物、土師杯 (内黒)2

焼失床張住居址 1、 集石遺構

(川 上村教育委員会所蔵 )

位 置

地形

環境

御所平から黒沢川ぞいに信州峠を越えて甲州穂坂路に通ずる古来の交通路にそって、信州

峠の北方山麓標高1,360mの北東面する緩イ頃斜地に位置する。昭和49年川上村教育委員会に

よって、開畑に伴 う緊急発掘調査が行われ、土師(国分式 )、 須恵、灰釉陶器を伴 う、板張

りの床をもつ焼失住居址一棟が検出された。平安時代の高距集落址 として注目すべき遺跡

である。

黒沢川

至信州峠

鋼多 - 1300
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18 横 跡遺尾

遺跡は道路を中心に左右の畑地に及ぶ
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(

2

第18図 横尾遺跡Hl号住居址出土土器実測図 (1:2)
(1・ 2皿形土器〔灰釉陶器〕、3杯形土器〔内面黒色〕、4・ 5甕形土器)

日Ｈ

0

Ａ

ＩＩＩ

川

――‐

――‐

Ｖ

第19図 赤土平遺跡採集石器実測図

(1.打製石斧1:3〔 由井満所蔵〕、

―

-65-

2.石鏃1:1〔 由井茂也所蔵〕)



跡
号

遺
番 遺跡名 天 神 林 の

類
跡遺

種 散 布 地 部落名 御 所 平

地  目
鉄道 線 路

道路・山林
面 積 500m2 時 代 糸電 文

査
日月

調
年

58`手 11月 22日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名

天 神 林  1,670由 井 敏 一

1,675由 井 保 雄

字 名   地 番   氏 名

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物 縄文土器 。石皿 (由井茂也所蔵 )

位 置

地形

環境

御所平部落の南方、黒沢川を渡って堺原・野辺山原に通 じる道路が次第に高さを増して、

小海線のガー ドをくぐった付近に、道路 と鉄道線路にまたがって天神林遺跡が存在する。

昭和 7年 ごろ小海線の線路敷設工事の際、縄文土器 と石皿が発見されたが、現在はその中

心部分は鉄道 と道路の敷地 となっている。標高1,180m、 東方眼下には黒沢川をこえて、馬

場平 。詰堀 。よしのしり等の遺跡があり、西方台地上に上がれば唐沢・七久保・浜場等の

遺跡がある。段丘崖中腹の遺跡である。

几∠

1ヽ200

⌒

曜レ/h
上 こ こ Jこ

口農業者保健管理セ ンター

□いこいの湯

弄屋夢遺p、

-66-



19天 神 林 遺 跡
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跡
号

遺
番

遺跡名 七 久 保 の
類

跡遺
種

包 蔵 地 部落名 御 所 平

地  目 畑・山林 面  積 3,000嗣n2 時 代 縄文。平安 査
日月

調
年

58書■1月 22日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名

東 坂 上  1,6922由 井 好 文

1,744  由 井 暁 一

1,741 中 島 喜 夫

宇 名   地 番   氏 名

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
縄文土器 。石鏃 。打石斧 (由井好文所蔵 )

土師器杯 (内 面黒色 。暗文墨書)  (由 井明所蔵 )

位 置

地 形

環 境

天神林遺跡の西方約600m、 埋原の台地上に達する、本遺跡は埋原台地の東端入口に位置す

る遺跡である。標高1,230m～ 1,240mの 間にあって、東北に緩傾斜する、ゆるやかな沢を

なす。遺跡は道路をはさんだ両側の畑地 と山林を含み、浜場方面への道路の分岐点付近か

ら道路拡巾の際、内面黒色暗文をもつ墨書土器 (杯 )を 出土している。台地上には南に唐

沢、西北に浜場等の遺跡がある。
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20七 久 保 遺 跡

道路をはさんで左右の畑と山林が遺跡

-69-



跡
号

遺
番 遺跡名 唐  沢 の

類
跡遺

種
包 蔵 地 部落名 御 所 平

地  目 畑・山林 面 積 30,000m2 時 代 先土器・縄文 査
日月

調
午

58書■1月 22日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

宇 名   地 番   氏 名

唐 沢 1,700-イ ー1由 井 敬 作

1,700-イ ー2      〃

1,696-口 今 枝 盛 大

1,696… ハ          〃

1,706-21由 井 嘉 久

1,706-25由 井 式 幸

字 名   地 番   氏 名

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
ポイント・ナイフ、縄文中期土器 。石皿・打製石斧

(由井明 。由井一昭・由井茂也所蔵 )

って黒沢川をEF.下 にしながら東から西に大きく迂

道路の北側の畑地 と付近一帯が唐沢遺跡である。

、畑を開 くときポイン ト・ナイフ形石器を発見し

がある。
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21 唐沢遺跡出土石器 (÷ )

天神林遺跡出土 (÷ )
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跡
号

遺
番 遺跡名 切  草

の
類

跡遺
種

包 蔵 地 部落名 御 所 平

地  目 火田 面 積 40,000m2 時  代
先土器・縄文

弥生・平安
査
日月

調
年

58書■1月 25日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名

切  草  1,832-11由 井 祐 太 郎

1,832-10        〃

1,832-6由 井 重 治

1,831-39由 井 庸 云

1,831-38由 井 久 俊

19830-1由 井 敏 一

1,830-2

1,830-4 中

1.830-3 由

雄

彦

誉

昭

島

井

宇 名   地 番   氏 名

切  草   1,830-5

1,830-6

瑛

治

茂

正

井

井

由

由

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
ポイント・ナイフ・スクレー

須恵 。灰釉高台付杯 2

―ヾ・石匙 。弥生磨石鏃 3・ 土師甕・鍔釜

(由井茂也・由井明・由井祐太郎・由井一昭所蔵)

1

位 置

地形

環境

広大な埋原の西部に位置し、西方西川 (矢 出川)の深い漢谷を越えた対岸には、南牧村野

辺山原の中原遺跡がある。台地上西に接 して、日影遺跡、その西南に西の腰 。柏垂等の大

遺跡が連続している。東方には浜場・七久保・唐沢 。東森等の遺跡が台地上に点在 してい

る。高原野菜の畑地開発によって遺跡の存在が知 られるようになった。

至野辺 山駅
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第20図  切草遺跡採集土器実測図 (1:
(1羽釜、2甕形土器、 3・ 4

(由井茂也所蔵 )

2)

碗形Jl器 〔灰釉陶器〕)
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跡
号

遺
番

遺跡名 西 の 腰
遺跡の
種 類

包 含 地 部落名 御 所 平

地  目 火田 面 積 40,000m2 時 代
先 土 器

縄  文

査
日月

調
年

58書■1月 25日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名

西 の 越  1,836-54由 井 直 治

1,836-53由 井 清 次

1,836-41由 井 若 葉

1,836-39由 井 盛 雄

〃  由 井 明 義

1,835-39由 井 貞 夫

1,835-48由 井 徳 人

1,837-15由 井   誠

1,835-51由 井 欽 治

名氏番地名字

西 の 腰  1,835-50清 水   元

1,835-53由 井 章 隆
′1,835-52新 海 吉 夫

1,837-14由 井 常 二 郎

1,835-40由 井 二 平

‐1,835-43        〃

1,835-49由 井 ち か え

1,837-12由 井 徳 人

遺
　
物

採 集 遺 物 ナイフ形石器 1・ 石鏃 (有柄 )。 黒曜石 1・ チャー ト5。 石英 1

既 出 遺 物
ポイント・スクレーパー・ナイフ形石器 。石核 。石鏃

(由井明・由井茂也・由井一昭所蔵 )

位 置

地 形

環 境

埋原西部の中心、Jヽ海線 と村道川上野辺山線にはさまれた地帯で、もと凹地 と微高地があ

ったが現在は削平 して平坦な一面の高原野菜畑 となっている。やや南によったB地点から

もポイント・ナイフ等の出土が多い。西に柏垂、北に日影・切草等の著名な諸遺跡が連続

している。かつては凹地部分に湧水があったものと考えられる。

至
川
上
駅
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23西 の 越 遺 跡
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跡
号

遺
番

遺跡名 柏 垂
遺跡の
種 類

包 蔵 地 部落名 御 所 平

地  目 畑・山林 面 積 150,000■ 12 時 代
先 土 器

縄  文
査
日月

調
年

58年111月 25日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番 氏 名

柏 垂  1'粘 3

宇  名 地 番

柏 垂

氏  名

柏 垂  1,838-3
1,839-3
〃 の内

郎
義

人
誠
徳
彦
夫

一
広
と
人
栄
嘉
延
徳

三
明
澄
　
　
俊
良
院

文

の
勝
　
　
茂

エハ
　
　
　
　
　
　
　
沢
か

井
井
井
井
島
井
井
井
見
井
井
中
井
井
島

由
由
由
由
中
由
由
由
高
由
由

田
由
由
中

江
文
隆
祐
次
三
夫
範
郎
瑛
作
治
長
治
男

近
正
章
宗
清
藤
貞
道
七
茂
勘
正
善
利
文

井
井
井
井
井
井
井
島
井
井
井
井
井
井
井

由
由
由
由
由
由
由
中
由
由
由
由
由
由
由

地存保
畝

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

大
二
　
次
文
朗
次
治
葉
貢
男
勝
春

広
平
　
清
正
猛
大
徳
若
　
勝
千
具

井
海
　
井
井
井
井
井
井
辺
井
沢
沢

由
新
　
由
由
由
由
由
由
渡
由
吉
吉

２３
２４
区

２６
２５
２４
２９
２８
２７
３５

〃
〃
〃

〃

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

遺
　
物

採 集 遺 物 ポイント(水晶 )。 ナイフ・縄文前期土器

既 出 遺 物
石核 。ポイ

期 )・ 石鏃

ン ナ イ フ形石器・スクレーパー

(土屋忠芳・由井一昭

・彫刻器・縄文土器(前

由井明 。由井茂也所蔵 )

位 置

地形

環境

埋原の西端に位置し、北は小海線路を限り、南は丘陵のすそまで、村道川上野辺山線 (農

面道路)を はさんで南北巾約130m、 東西延長約 l kmに わたる大遺跡で、中に30,000m2の 保

存地区を設けている。はや くから石器の出土が知 られていたが、昭和28年由井茂也 。芹沢

長介氏が矢出川の細石刃探査にいく途中で、旧石器の存在を確認した。昭和47年川上村教

育委員会の事業 として東北大学考古学研究室の芹沢長介氏によって発掘調査が行われた。

ヽ

中原遣跡

至
野
辺
山
駅

森
山
　

／

５０
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跡遺垂柏24
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第21図  柏垂遺跡採集石器実測図No l(2:3)

1-3 槍先形尖頭器 (由井一昭所蔵 )
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柏垂遺跡採集石器実測図NQ 2 1～ 7槍先形尖頭器

(1.3.5～ 7由 井 明、 2.4 由井一昭所蔵 )
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第23図  柏垂遺跡採集石器実測図NQ 3(2:3)
1～ 13:槍先形尖頭器

9.10.13由井 明、2.3.7.8.11.12由 井一昭所蔵 )
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6 cm

第24図 柏垂遺跡採集石器実測図No 4(2:3)1.彫 器

9削器 10細石刃核  (1由 井一昭

2～ 6ナ イフ形石器 7石 錐 8掻 器

2～ 10由井 明所蔵 )
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第25図  柏垂遺跡採集石器実測図No 5(2
1.2、 石核 (由井 明所蔵 )
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柏垂遺跡採集石器 (÷ )

Tぽ∬《Ⅷ町■帯ヤ11■lllll■キ1

由井一昭所蔵

晰
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由井 明所蔵
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24 柏垂遺跡採集石器 (÷ ) 由井一昭所蔵
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跡
号

遺
番 遺跡名 馬 飼 場

遺跡の
種 類

包 蔵 地 部落名 御 所 平

地  目 面 積 30,000m2 時 代 縄文・平安 査
日月

調
年

58`手 11月 25日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名

馬 飼 場  15 由 井 清 次

〃  1,844… 44新 海 徳 雄

字 名   地 番   氏 名

遺
　
物

採 集遺 物 土師器破片 2

既 出 遺 物
縄文(中期 )土器・土師器杯 (内面黒色・暗文 。糸切 。高台付 )。 灰釉陶器・

須恵器                  (由 井明 。由井茂也所蔵 )

位 置

地 形

環 境

埋原の中央、森山の東南の沢で、埋沢川を渡った右岸の山麓台地上に位置する。標高1,260

m、 北に緩傾斜する台地で、前面段丘下を埋沢川が流れている。もと山林であったが、高

原野菜の畑を開 く際に遺物が発見された。

日影遺跡

西の越遣跡

B

V1300

保
―

存
地

区
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跡
号

遺
番 遺跡名 三 屋 敷

の
類

跡遺
種

包 蔵 地 部落名 御 所 平

地  目 畑 面 積 1,000n12 時 代 縄 文
査
日月

調
年

58年 11月 22日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

宇 名   地 番   氏 名

西 黒 沢   1,503 由 井 文 次 郎

1,502由 井 武 彰

1,503         〃

1,504由 井 雅 彦

字 名   地 番   氏 名

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
縄文土器 早期 押形文 (山 形 )。 前期 諸磯 。中期 籠畑、石鏃

(由井明・由井茂也所蔵 )

位 置

地 形

環 境

御所平部落の南方、黒沢川と埋沢川の合流点で、両川にはさまれた山麓台地の先端に位置

する。南方背後は女山 (1,734m)を 中心 とする深い山林地帯である。埋沢川をこえた西北

方には、埋原台地の段丘崖 (比高50m)がまじかに迫っている。東北方黒沢川の対岸は、

馬場平・詰堀等の大遺跡の所在する段丘が日前に展開していて、段丘南端のよしのしり遺

跡 とは150mほ どの距離で相対している。明治初年開田の際たくさんの土器・石器が出土した

と伝えられているが、現在は高原野菜畑 となっている。中世黒沢氏の屋敷跡との伝承があ

る。
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26三 屋 敷 遺 跡
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第26図  三屋敷遺跡採集土器拓影 (1:3)
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跡
号

遺
番

遺跡名
東 原 B
(石橋向)

の
類

跡遺
種

包 蔵 地 部落名 原

地  目 火田 面 積 20,000m2 時 代 縄  文
査
日月

調
年

58年 11月 21日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名

東  原   1,457 中 島   宝

字 名   地 番   氏 名

遺
　
物

採 集 遺 物 黒曜石 5

既 出 遺 物
縄文中期土器 (由井港所蔵 )

位 置

地形

環境

大深山遺跡 と西原沢をへだてて、その西方50mに ある。北方100mの 上方には東原A遺跡が

ある。赤顔山 (1,597.9m)の 山麓で、標高1,270mの 南面する台地上に位置する遺跡であ

る。戦後開田の際土器が発見されたが、現在は高原野菜の畑地 となっている。
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27東 原 B遺 跡
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跡
号

遺
番

遺跡名 穴   沢
の
類

跡遺
種

散 布 地 部落名 御 所 平

地  目 山   林 面 積 1,000m2 時 代 先 土 器
査
日月

調
年

58寺111月 21日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

宇 名   地 番   氏 名   1   宇 名   地 番   氏 名

穴  沢   608  川  上  村  |

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
ポイント (ハ リ質安山岩 )

位 置

地 形

環 境

赤顔山西4員1の急峻な峡谷の中にあり、湧水がある。昭和初年製炭窯を構築中に馬場平型の

ポイントが発見された。峰近 くに保科五無斉が電気石、ならびに水晶を掘った跡の洞窟が

ある。東方約 l kmの 間に東原A・ B、 大深山等の遺跡がある。



織
　
廻

Ｋ
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跡
号

遺
番 遺跡名 赤   谷

の
類

跡遺
種 散 布 地 部落名 オ辛  山

地  目 山  林 面 積 3,000m2 時  代 縄  文
査
日月

調
年

58書■1月 16日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番    氏 名

赤谷     58-15 関   決 次

58--28         〃

58--31         〃

字 名   地 番   氏 名

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
石 鏃 (関 決次氏採集 )

の東南山麓の谷間をさかのぼった標高1,430mの 東

(氏がソバや雑穀をつ くり、傾斜地には桑を植えて

1山 林 となっている。

`

可
亀

上の原遺跡

ゞ
-98-
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＋
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Ｆ
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●
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■
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憔

0
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跡
号

遺
番 遺跡名 村   木

の
類

跡遺
種 散 布 地 部落名 秋   山

地  目 女田 面  積 3,0001112 時 代 縄  文 査
日月

調
年

58書■1月 17日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

宇 名   地 番   氏 名   1   宇 名   地 番   氏 名

村  木   296  川 上   源 |

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
石 鏃 (黒 曜石 )

位 置

地 形

環 境

秋山部落南方、比高50mの広大な秋山台地の西北端に位置する。遺跡の下方、東北方500m

で千曲川と金峰山川が合流している。本遺跡の西方約500m、 金峰山川の西岸にしだみじゅ

く遺跡がある。昭和30年代に耕作者 (川 上 もり子)が石鏃 を採集している。標高1,310m。

大
神
楽
沢

%
1450 ＼

ミ
至
御
所
平

‖m＼

し
だ
み
じ
ゅ
く
遣
跡

窪仁
山
りll

枷ヽ、Ｖ

Ｆ

村
―

V
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30村 木 遺 跡
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跡
号

遺
番 遺跡名 上 の 山

の
類

跡遺
種 散 布 地 部落名 居  倉

地  目
畑・墓地

屋  敷
面 積 5,000m2 時 代 縄  文

査
日月

調
年

58書■1月 17日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名

上 の 山  1,61H遠 藤 高 次

1,610 赤 堀 直 太 郎

1,603  原   二 郎

1.609          〃

字 名   地 番   氏 名

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
石   鏃

位置

地形

環境

居倉部落の北方、宗泉寺 (曹 洞宗 )の 背後にある山麓台地に位置する。標高1,250m、 南面

する台地で、前面に居倉部落があり、千曲川がめ ぐっている。背後は岩山で、松林である。

古 くから学童たちによって石鏃が採集されていた。

%0
1450 \

1400 \

,o-\

ヾ―
　

　

▲

金
峰
山
川

し
だ
み
じ

ゅ
く
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上 の 山 遺 跡

濶
1ヽ,,,i

1憮
蒻 澪
鳳謝̈ |卜|ず
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跡
号

遺
番 遺跡名 笹 目 木

遺跡の
種 類 散 布 地 部落名 居   倉

地  目 面 積 2,000m2 時 代 縄  文
査
日月

調
年

58年 ■月26日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名

中  原   20-4 伊 藤 綱 雄

字 名   地 番   氏 名

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
石 皿 (由井港所蔵 )

縄文中期土器

位 置

地形

環境

小川山麓の高原台地の中原の西方に位置し、高登谷沢の入口付近にあたる。西方は高登谷

沢から流れだす漢流が北流している。川の上流300mに 小川原遺跡がある。

耕作中に縄文中期土器と石皿が発見されている。

／至
居
倉

V   小川原遣跡

ー
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32笹 目 木 遺 跡
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跡
号

遺
番

遺跡名 姥 ケ 瀞 の
類

跡遺
種

包 蔵 地 部落名 居   倉

地  目 火田 面 積 3,000m2 時  代 平  安
査
日月

調
年

58年 11月 21日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名   1   字 名   地 番   氏 名

うばが と    1,008-1 新  海  f/F '台  |

1,010-4        〃         |

遺
　
物

採 集 遺 物 土師器10点 (杯、内面黒色等 )

既 出 遺 物
土師器杯 (内黒 ) (由井茂也所蔵 )

の回沢の出回の西方約300m、 県道の北方、比`高
約10

標高1,220mの 南面する台地で、前面に千曲川が流

;に 通 じる。遺跡の中央の山根に湧水がある。
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33姥 ケ 瀞 遺 跡
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跡
号

遺
番

遺跡名 花の本沢
の
類

跡遺
種 包 蔵 地 部落名 大 深 山

地  目 面 積 1,000m2 時 代 平  安
査
日月

調
年

58年 11月 21日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名   1   字 名   地 番   氏 名

花の木沢   925  篠 原 正 水 |

遺
　
物

採 集 遺 物

土師器 (新津開三所蔵 )

既 出 遺 物

位置

地形

環境

大深山部落の裏山、比高100mの 南面する山麓台地上に所在する。大深山遺跡の東方約200

mに あり、標高1,290mで ある。遺跡範囲け大深山遺跡に通じる道路の下段の畑から道路敷

にわたるものと思われる。道路拡巾の際に炉址が出たといわれる。

―
花の木沢遣跡
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34花 の 木 沢遺 跡
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58年111月 21日

字  名

宮 下  744・ 745

〃   741・ 742

〃      729

〃      728

〃      721

〃      720

〃   718
〃   717
〃   715
〃   714
〃   713
〃      703

〃      701

重

浩

治

三

治

雄

平

久

雄

二

治

薫

治

童
口
　

義

義

美

正

治

康

良

亮

義

沢

島

島

向

　

　

金

島

井

井

井

向

井

井

中

中

日

原

原

小

中

由

由

由

日

油

由

氏  名

宮 下  700
〃   704
〃   7H
〃   710
〃   712
〃   719
〃      723

〃      722

〃      724

〃      726・ 733

〃      727

〃      732・ 740

〃      739

水

志

明

司

昭

衛

穂

夫

平

郎

治

穂

夫

正

尚

文

喜

美

一
安

恒

一

一
波

安

恒

和

原

井

井

井

原

池

原

島

原

島

井

原

島

篠

由

由

由

藤

小

篠

中

藤

中

由

篠

中

宮 下  709,708
〃      706

〃      705・ 696

〃      697・ 698

〃      699

寺 下  836
〃      837

〃      838

〃      839・ 840

〃      848

〃      847

〃      846

薫

治

二

徳

　

男

人

昭

港

雄

郎

明

松

昭

竹

　

一二
明

紀

　

龍

二

文

井

井

原

　

　

井

向

原

井

井

原

井

油

由

藤

原

　

油

日

藤

自

由

藤

由

所
在
地

・
土
地
所
有
者

打製石斧 1

縄文・堀ノ内・加曽利 B、 石棒・磨石・打石斧

大深山部落の東方、千曲河畔の稲荷山の丘墜から東北方へのび、上の段遺跡の南にそって

その下段に位置する。上の段遺跡 とは神社に通 じる細道を境に、低い段差を以て区切 る。

位 置i  古 くか ら遺物の出土が知 られている。上の段 と一体 をなす遺跡である。

ユ  上の段遣Fll    t

宮下遺跡

_  ロ ロ

□ □山

,赫

0
大

〒
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35宮 下 遺 跡
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跡
号

遺
番

遺跡名 青木の平
の
類

跡遺
種 包 蔵 地 部落名 原

地  目 火田 面 積 10,0001112 時  代
先 土 器

平  安

査
日月

調
年

58」手11月 18日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字 名   地 番   氏 名   1   宇 名   地 番   氏 名

青木の平  576-61 渡 辺 智 徳 |
(通称中原)  576-90     〃     |

遺
　
物

採 集 遺 物

ポイン ト (石質チャー ト) (渡 辺智徳所蔵 )

土師器 (内 面黒色を含む)破片  (由井佳幸 。渡辺智徳所蔵 )
既 出 遺 物

位 置

地 形

環 境

原部落から信州峠に通 じる道路にそつて黒沢川右岸、標高1,270mに位置する。西面する山

麓緩傾斜地を削平して、現在は高原野菜畑 となり、客土も行われている。南方約 2 kmの 上

流には赤土平遺跡があり、西南方黒沢川の対岸には兵部遺跡がある。道路ばたに樅の老木

があり、馬頭観音の石像数体が建てられ、湧水もある。古来往来の人たちの休場に利用さ

れ、「青木の平」 といって親しまれてきた。遺跡名はここからでた。

兵部遺跡
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36青 木 の平遺 跡

蒻 内|1畢藉::

(林の中に石仏がいくつもある)
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跡
号

遺
番 遺跡名 堀詰

の
類

跡遺
種 包 蔵 地 音『落名 原

地  目 火田 面  積 15,000m2 時 代
先 土 器

縄文・平安

査
日月

調
年 58∠年11月 18日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

名氏名 番地宇 名氏番地名宇

治

博

幸

　

重

夫

重

平

平

幸

治

利

妙

雅

　

武

盛

武

竹

二

清

直

〃
沢

　

沢

井

海

井

　

見

井

見

井

井

井

井

由

新

由

　

一昌
由

一局
由

由

由

由

六

計

妃

計

妃

助

夫

助

次

夫

邦

延

勝

米

主

美

主

美

之

美

之

欽

美

一
茂

勇

　

勇

海

井

井

井

井

井

井

井

井

井

井

井

田

新

由

由

由

由

由

由

自

由

由

由

由

池

郎

雄

　

郎

雄

　

大

徳

り

吉

録

雄

夫

脚時
〃］【
〃躙島
師峨帰制詩

由

由

　

由

渡

　

今

中

今

小

自

由

中

詰 堀  4641
464-2

464-3

463

465-1

466-1

467-1

467-2

468-1

468-2

469-1

469-2

457-1

詰 堀  4572
475-2

479-1

479-2

490-1

481-1

481-2

481-3

491-1

490-1

483-2

489-2

492-1

詰 堀  4922
489-1

494

495

496

498

499

501

503

504

505

506-2

506-1

由 井 茂 延

遺
　
物

採 集 遺 物 水晶 5・ 黒曜石 9。 チャー ト3・ 石鏃 1・ 土師器 1

既 出 遺 物
ポイン ト・スクレーパー・ナイフ形石器・石鏃

(由井一昭・由井茂也・由井明所蔵 )

位 置

地形

環境

御所平住吉神社の南方段丘上一帯にわたって、馬場平遺跡を東 と南から覆 うように存在す

る広範囲の遺跡である。もとこの段丘上は馬場平遺跡の名で代表されていたため、詰堀遺

跡はごく小範囲のものとされていたが、今回は地籍図に基いて範囲を画定したので、馬場

平遺跡の面積は小さく、詰堀遺跡の面積が大 となった。昭和28年発掘調査地点を中心にし

て遺物の出土は馬場平の方が密度が濃いが、詰堀地区も全面に出土し、特にこの地区には

水晶を主とした遺物をだす地点がある。

千曲川
り!1上 中学校/

、
ヽ

ヽ
，

一
一
一
百

ｉ

ごヽ
は
し
の
り
遺

\xru+rnd
農業者保健管理センター

翌 _こ _こ
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跡
号

遺
番 遺跡名 蕨 窪

の
類

跡遺
種 包 蔵 地 部落名 御 所 平

地  目 火田 面 積 1,500m2 時 代 縄文・平安 査
日月

調
年

58`手 11月 22日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

宇 名 地 番

161-1

162-1

160-1

159

158

1571135

153

154

156

氏  名 字  名 地 番   氏 名

151 由 井 正 光

152   由 井   嘉

149   由 井 こ は る

147   由 井 章 隆

148 由 井 辰 治

1443由 井 暁 一

蕨 窪 窪蕨作

る

文

一
隆

浩

作

吾

久

敬

は

正

敏

章

　

敬

昭

武

こ

井

井

井

井

井

島

井

井

井

由

由

由

由

由

中

由

由

由

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物 縄文土器 。打石斧 。凹石・土師器  (由井明所蔵 )

位 置

地 形

環 境

御所平部落から男橋を渡って、大蔵峠に向かう県道の下に、これにそって東西に細長い。

南面する小段丘上に位置する。千曲川との比高約101111で ある。段丘の西方には深山口遺跡

が連続している。東方 l kmの 間には、大海道・御堂窪等の遺跡がある。

、

　

２ ５ ０

1350

1300 _＼

'深 山口遺跡

至
大
深
山 .
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跡
号

遺
番 遺跡名 浜 場

の
類

跡遺
種 散 布 地 部落名 御 所 平

地  目 よ田 面 積 20,000m2 時 代 糸電 文
査
日月

調
年

58`手 11月 22日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

宇 名   地 番   氏 名

浜 場  1,768-1由 井 二 平

1,768-イ       〃

1.768-口       〃

字 名   地 番   氏 名

遺
　
物

採 集 遺 物

既 出 遺 物 縄文後期土器 。石鏃 。石錐  (由井二平・吉沢時之助所蔵 )

位 置

地形

環 境

埋原の北端に位置する。東は段丘崖 となり、比高100m、 直下に御所平部落、信濃川上駅が

ある。西方一帯は広大な埋原で、切草 。東森・唐沢・七久保等の遺跡が半径 l km以内に散

在している。遺物は耕作の間、特に最近の深耕等によって多く発見されている。段丘崖に

湧71Cが ある。

天神林遺跡

七久保遣跡

た

至野辺 山駅

唐沢遣跡
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